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は
じ
め
に

　
現
在
、
被
虐
・
加
虐
的
な
性
の
遊
戯
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
異
常

な
」
性
犯
罪
の
動
機
と
な
る
心
理
と
し
て
知
ら
れ
る
サ
デ
ィ
ズ
ム
／
マ

ゾ
ヒ
ズ
ム
は
、
古
今
東
西
に
普
遍
的
に
存
在
し
、
誰
の
心
に
も
多
少
は

存
在
す
る
、
い
わ
ば
「
人
間
の
本
能
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
常

と
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
の
遊
戯
と
し
て

の
サ
デ
ィ
ズ
ム
／
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
現
在
の
あ
り
方
は
、
例
え
ば
そ
れ
が

盛
ん
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
間
で
比
較
し
て
も
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

坂
井
は
ま
な
は
、
日
本
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
／
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
＝
Ｓ
Ｍ
文
化
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
し
て
よ
り
信
頼
関
係
や
精
神
性
を
重
視
す
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
坂
井2009

）。
こ
の
傾
向
は
、
二
〇
一
一
年

お
よ
び
一
四
〜
一
五
年
に
か
け
て
、
日
本
国
内
の
Ｓ
Ｍ
ク
ラ
ブ
に
勤
務

す
る
女
性
た
ち
に
対
し
筆
者
が
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
と

も
整
合
的
で
あ
る
。
信
頼
関
係
・
愛
情
関
係
に
な
い
人
間
関
係
に
お
け

る
行
為
は
「
真
の
Ｓ
Ｍ
で
は
な
い
」
と
し
て
忌
避
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
排

除
す
る
形
で
日
本
的
な
「
Ｓ
Ｍ
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
成
立
し
て
い

る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
、
現
在
の
日
本
で
我
々
が
見
聞
き
で
き
る

Ｓ
Ｍ
と
い
う
文
化
は
、
決
し
て
人
類
に
共
通
す
る
本
能
で
は
な
く
、
歴

史
的
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
日
本
独
特
の

Ｓ
Ｍ
文
化
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
か
つ
て
筆
者
は
、
そ
の
起
点
を
、
一
九
五
〇
年
代
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル

性
風
俗
雑
誌
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
と
、
そ
の
誌
上
で
展
開
さ
れ
た
吾
妻
新

と
い
う
サ
デ
ィ
ス
ト
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
に
見
、
こ
れ
が
日
本
的
な
Ｓ
Ｍ

投
稿
論
文

吾
妻
新
と
沼
正
三
に
よ
る
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争

―
一
九
五
〇
年
代
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
け
る
日
本
的
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
萌
芽

河
原
梓
水

キ
ー
ワ
ー
ド

サ
デ
ィ
ズ
ム
、
吾
妻
新
、
沼
正
三
、
村
上
信
彦
、
奇
譚
ク
ラ
ブ
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文
化
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た＊
＊

（
河
原2015

）。『
奇
譚
ク
ラ

ブ
』
は
マ
ニ
ア
に
絶
大
な
支
持
を
受
け
、
Ｓ
Ｍ
文
化
形
成
の
場
と
し
て

機
能
し
た
雑
誌
で
あ
り
、
誌
上
の
議
論
は
日
本
的
Ｓ
Ｍ
文
化
の
起
点
と

し
て
重
要
な
意
義
を
持
つ＊

＊

。
そ
の
後
、
吾
妻
の
正
体
が
服
装
史
・
女
性

史
研
究
家
・
小
説
家
で
あ
る
村
上
信
彦
で
あ
る
こ
と
、
彼
の
サ
デ
ィ
ズ

ム
論
は
自
身
の
女
性
解
放
論
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
民
主
的
平
等
論
者

の
立
場
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
論
証
し
た
（
同
前
）。
本
稿
で
は
一
九
五

三
年
、『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
誌
上
で
起
こ
っ
た
ズ
ボ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
に

焦
点
を
当
て
、
こ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
吾
妻
＝
村
上
の
女
性
論
・

服
装
論
が
い
か
に
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
に
取
り
込
ま
れ
、
日
本
的
な
サ
デ
ィ

ズ
ム
を
基
礎
づ
け
る
理
論
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

１
　
雑
誌
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
と
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争

１
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
と
吾
妻
新
、
沼
正
三

『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
、
一
九
四
七
年
一
一
月
、
大
阪
府
堺
に
所
在
し
た

曙
書
房
か
ら
吉
田
稔
を
発
行
人
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
カ
ス

ト
リ
雑
誌
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
三
合
（
号
）
で
つ
ぶ
れ
る
と
い
う
悪

質
な
粕
取
り
焼
酎
に
喩
え
ら
れ
る
通
り
、
多
く
の
雑
誌
が
廃
刊
し
て
消

え
て
い
く
な
か
、『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
癖
に
特
化

し
、
マ
ニ
ア
に
寄
り
そ
う
内
容
と
豪
華
な
挿
絵
が
絶
大
な
人
気
を
博
し
、

幾
度
か
の
休
刊
を
挟
み
な
が
ら
も
、
一
九
七
五
年
ま
で
発
行
さ
れ
続
け

た
。
澁
澤
龍
彦
、
三
島
由
紀
夫
、
野
坂
昭
如
な
ど
の
著
名
人
も
愛
読
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
、
し
ば
し
ば
誌
上
で
読
者
が
自
身
の
ア
ブ
ノ
ー
マ

ル
な
性
癖
に
関
す
る
考
察
を
発
表
し
た
り
、
そ
れ
を
基
に
読
者
同
士
で

意
見
交
換
を
行
っ
た
り
と
い
う
相
互
行
為
が
見
ら
れ
、
同
好
の
士
に
よ

る
同
人
誌
的
側
面
が
あ
っ
た
。
大
正
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
エ
ロ
グ
ロ

風
味
の
読
み
物
は
戦
後
に
も
氾
濫
し
、
当
初
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
取
り
上
げ

る
雑
誌
は
多
数
存
在
し
た
。
ま
た
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
の
成
功
を
受
け
、

類
似
雑
誌
が
多
く
発
行
さ
れ
、
同
様
の
相
互
交
流
が
試
行
さ
れ
た
ら
し

い＊
＊

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
の
み
が
唯
一
の
例
外
で
あ
っ
た
。
当
時
の
寄
稿
者
で

あ
り
、
そ
の
後
作
家
・
緊
縛
師
と
し
て
活
躍
し
た
濡
木
痴
夢
男
（
飯
田

豊
一
）
は
「『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
と
は
マ
ニ
ア
の
目
線
に
な
っ
て
、
マ
ニ

ア
の
立
場
に
な
っ
て
マ
ニ
ア
の
心
に
な
っ
て
編
集
さ
れ
た
、
い
っ
て
み

れ
ば
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
趣
味
同
人
誌
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
雑
誌
の
出
現

は
本
邦
初
め
て
で
あ
り
、
ほ
か
に
同
類
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る

（
濡
木2004: 24-25

）。
現
在
日
本
で
用
い
ら
れ
る
サ
デ
ィ
ズ
ム
、
マ
ゾ
ヒ

ズ
ム
、
Ｓ
Ｍ
と
い
っ
た
概
念
は
、
戦
後
の
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
け
る

読
者
間
の
議
論
を
通
じ
、
人
々
の
思
想
の
集
積
・
洗
練
の
結
果
、
日
本

独
特
の
文
化
と
し
て
成
立
し
た
と
言
え
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
の
一
方
の
当
事
者

で
あ
る
沼ぬ

ま

正し
ょ
う

三ぞ
う

は
、
論
争
の
三
ヶ
月
前
の
一
九
五
三
年
四
月
号
に

「
神ネ

ク
タ
ー
ル

の
酒
を
手
に
入
れ
る
方
法
」
を
寄
稿
し
て
以
来
、「
あ
る
マ
ゾ
ヒ
ス
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＊
₁　

サ
デ
ィ
ズ
ム
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と
い
う
語
自
体
は
、
一
八
九
一
年
に
刊
行

さ
れ
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
＝

エ
ビ
ン
グ
﹃
性
的
精
神
病

質
﹄
第
六
版
︵
初
版
、
一
八
八
六
年
︶
に
て
初
め
て
規
定
さ
れ
、
一
九
一

三
年
に
邦
訳
さ
れ
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
︵
こ
れ
以
前
の
邦
訳
で
あ
る

﹃
色
情
狂
篇
﹄
は
原
著
第
四
版
の
邦
訳
で
、
い
ま
だ
サ
デ
ィ
ズ
ム
／
マ
ゾ

ヒ
ズ
ム
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。﹃
変
態
性
欲
心
理
﹄
は
原
著
第
七
版

の
邦
訳
︹
斉
藤1999, 2006

︺︶。
た
だ
し
、
被
虐
・
加
虐
行
為
か
ら
快
楽

を
感
ず
る
性
的
嗜
好
に
つ
い
て
は
、B

inet

︵1887

︶
が
先
駆
的
に
触
れ
、

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
で
は
な
くpassivism

e

の
語
が
提
唱
さ
れ
る
な
ど

︵S
tefanow

sky 1892

︶、
必
ず
し
も
ク
ラ
フ
ト
＝

エ
ビ
ン
グ
ひ
と
り
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

＊
₂　
﹃
奇
譚
ク
ラ
ブ
﹄
の
重
要
性
、
画
期
性
に
つ
い
て
は
、
濡
木
痴
夢
男

︵2004, 2006

︶、
飯
田
豊
一
︵2013

︶、
北
原
童
夢
・
早
乙
女
宏
美

︵2013

︶
等
に
詳
し
い
。
た
だ
し
、
北
原
・
早
乙
女
︵2013

︶
は
事
実
誤

認
が
多
く
見
ら
れ
、
先
行
研
究
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
代

の
Ｓ
Ｍ
愛
好
者
が
﹃
奇
譚
ク
ラ
ブ
﹄
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か

と
い
う
資
料
と
し
て
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。

＊
₃　
﹃
奇
譚
ク
ラ
ブ
﹄
の
読
者
通
信
欄
に
当
時
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

＊
₄　

佐
渡
魔
造
﹁
私
評
・
一
九
五
三
年
上
半
期
の
ベ
ス
ト
・
テ
ン
﹂﹃
Ｋ
Ｋ

通
信
﹄
第
一
一
号
︵
一
九
五
三
年
八
月
︶。﹃
Ｋ
Ｋ
通
信
﹄
は
﹃
奇
譚
ク
ラ

ブ
﹄
の
購
読
者
の
一
部
に
通
信
販
売
に
て
発
行
し
て
い
た
会
誌
。

＊
₅　

福
岡
Ｎ
Ｏ
・
一
六
〇
四
︵
読
者
通
信
︶︵﹃
Ｋ
Ｋ
通
信
﹄
第
一
一
号
︶。

＊
₆　
﹃
Ｋ
Ｋ
通
信
﹄
第
一
一
号
掲
載
の
花
尻
公
友
﹁
サ
デ
ィ
ス
ト
と
マ
ゾ
ヒ

ス
ト
﹂
一
〇
頁
に
﹁
サ
デ
ィ
ズ
ム
側
の
総
帥
た
る
吾
妻
新
氏
﹂
の
記
載
が

あ
る
。

ト
の
手
帖
か
ら
」（
の
ち
に
「
あ
る
夢
想
家
の
手
帖
か
ら
」
に
改
題
）、

「
家
畜
人
ヤ
プ
ー
」
な
ど
を
長
く
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
連
載
し
た
著
名

な
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
で
あ
る
。「
家
畜
人
ヤ
プ
ー
」
は
戦
後
最
大
の
奇
書
と

呼
ば
れ
た
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
小
説
で
あ
り
、
一
九
七
〇
年
に
単
行
本
と
し
て

出
版
さ
れ
、
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。

　
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
吾
妻
新
は
、
沼
が
同
誌
に
登
場
す
る
一
ヶ
月

前
、
同
年
三
月
号
に
「
サ
デ
イ
ズ
ム
の
精
髄
―
古
川
裕
子
氏
の
『
囚

衣
』
を
よ
ん
で
」
を
初
寄
稿
、
以
後
、
お
よ
そ
三
年
に
わ
た
り
サ
デ
ィ

ス
ト
の
立
場
か
ら
活
発
に
小
説
・
評
論
を
発
表
し
た
人
物
で
あ
る
。
沼

と
吾
妻
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
登
場
し
、
ほ
ぼ
毎
号
一

篇
以
上
の
作
品
を
発
表
し
続
け
、
ま
た
た
く
間
に
雑
誌
の
看
板
作
家
と

な
っ
た
。
沼
と
比
べ
て
吾
妻
は
現
在
全
く
無
名
の
存
在
で
あ
る
が
、
同

時
期
の
読
者
の
投
稿
文
に
は
、「
吾
妻
氏
と
沼
氏
を
得
ら
れ
た
の
は
奇

ク
の
最
大
の
収
穫＊

＊

」、「
奇
ク
の
執
筆
陣
に
吾
妻
新
、
沼
正
三
の
両
氏
を

迎
え
た
こ
と
は
正
に
双
璧
と
も
称
す
べ
き
で
し
ょ
う＊

＊

」
と
い
っ
た
文
言

が
躍
り
、
当
時
、
吾
妻
が
沼
に
匹
敵
す
る
人
気
作
家
と
み
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
沼
と
吾
妻
は
初
期
の
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
を
支

え
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
そ
れ
ぞ
れ
を
代

表
す
る
者
と
み
な
さ
れ
て
も
い
た
。
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
は
、

『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
け
る
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
・
サ
デ
ィ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の

「
総
帥＊

＊

」
に
よ
る
論
争
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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２
　
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
の
経
緯

　
こ
の
論
争
の
発
端
は
、
一
九
五
三
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
沼
の

「
あ
る
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
の
手
帖
か
ら
（
二
）」
第
一
五
章
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
に

対
し
て
、
吾
妻
が
異
議
を
唱
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
次
の
表
は
、
論
争

の
テ
ク
ス
ト
を
時
系
列
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
番
号
で
こ

れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
示
す
。

「
あ
る
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
の
手
帖
か
ら
」
は
、
博
覧
強
記
の
沼
が
古
今
東
西

の
文
学
・
歴
史
・
芸
術
な
ど
を
、
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
観
点
か
ら
読

み
解
く
エ
ッ
セ
イ
で
、
数
年
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た＊

＊

。
エ
ッ
セ
イ
の

内
容
は
、
未
邦
訳
の
海
外
文
献
の
紹
介
・
訳
出
が
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ

る
な
ど
、
一
介
の
大
衆
雑
誌
の
記
事
の
水
準
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。

沼
の
正
体
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
相
当
の
知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と

は
疑
い
な
い＊

＊

。
発
端
で
あ
る
①
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
版
画
に
描
か

れ
た
夫
婦
に
よ
る
ズ
ボ
ン
争
奪
図
か
ら
、
ズ
ボ
ン
着
用
が
家
庭
内
の
権

力
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
を
読
み
解
き
、
戦
後
日
本
で
一
般
的
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
女
性
の
「
ス
ラ
ッ
ク
ス
」
文
化
を
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
解

釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
量
と
し
て
は
一
ペ
ー
ジ
に
満
た
な
い
。

　
ス
ラ
ッ
ク
ス
と
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
女
性
用
ズ
ボ
ン
を

指
し
、
現
在
想
起
さ
れ
る
、
男
性
用
の
背
広
と
対
に
な
っ
た
ズ
ボ
ン
で

は
な
い
。
そ
し
て
、
一
九
五
三
年
時
点
に
お
い
て
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
は
単

な
る
女
性
の
衣
服
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
や
や
特
殊
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
。

　
戦
後
の
女
性
の
服
装
は
、
戦
中
の
モ
ン
ペ
・
活
動
衣
の
着
用
な
ど
を

カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
「
ス
ラ
ッ

ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
用
ズ

ボ
ン
が
、
女
性
解
放
の
機
運
と

と
も
に
近
代
的
女
性
の
ス
タ
イ

ル
と
し
て
流
行
期
を
迎
え
て
い

た
と
い
う
。
ス
ラ
ッ
ク
ス
は
女

性
の
社
会
的
地
位
の
変
化
と
密

接
に
関
連
し
て
流
行
し
た
も
の

と
当
時
か
ら
と
ら
え
ら
れ
て
お

り
、
沼
の
①
の
エ
ッ
セ
イ
も
こ

れ
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
て
い

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
吾
妻

が
ズ
ボ
ン
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由

も
こ
こ
に
あ
る
。

　
吾
妻
と
沼
の
論
争
の
論
点
を

端
的
に
述
べ
る
と
、
当
時
日
本

で
流
行
し
て
い
た
女
性
の
履
物

を
、
ズ
ボ
ン
と
呼
ぶ
べ
き
か
、

ス
ラ
ッ
ク
ス
と
呼
ぶ
べ
き
か
、

表 1　

著者・タイトル 掲載号

① 沼正三「あるマゾヒストの手帖から㈡」第１５章、スラックス 1953.07

② 吾妻新「女のズボンについて ― 沼正三氏に」 １953.08

③ 沼正三「再びスラックスについて ― 吾妻新氏に答える」 1953.10

④ 吾妻新「女のズボン・最終的回答 ― 沼正三氏に」 1953.11

⑤ 沼正三「吾妻新氏に最終的に答える」 1953.12

前
提
に
一
気
に
洋
装
に
傾
き
、
ズ
ボ
ン
の
着
用
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な

く
な
っ
た
。
中
山
千
代
に
よ
れ
ば
、
男
性
権
威
の
象
徴
で
あ
っ
た
ズ
ボ

ン
の
着
用
は
「
女
性
服
装
の
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
」
り
、
働
く
女
性
の
服
装

と
し
て
普
及
し
始
め
て
い
た
と
い
う
（
中
山2010

）。
な
か
で
も
ア
メ
リ
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＊
₇　

連
載
タ
イ
ト
ル
は
﹁
沼
正
三
の
手
帖
﹂
等
、
巻
号
に
よ
り
表
記
の
揺
れ

が
あ
る
。

＊
₈　

沼
の
正
体
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
近
年
、
内
藤
三
津
子
︵2013

︶

に
よ
っ
て
、
裁
判
官
で
あ
っ
た
倉
田
卓
次
で
あ
る
可
能
性
が
よ
り
高
ま
っ

た
。

＊
₉　
﹃
奇
譚
ク
ラ
ブ
﹄
一
九
五
三
年
一
二
号
、
一
八
七
頁
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
吾
妻
は
強
硬
に
ズ
ボ
ン
と
主
張
し
、
沼
は
ズ
ボ

ン
で
も
よ
い
が
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
も
間
違
い
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を

と
っ
た
。
こ
の
た
め
本
論
争
は
、
編
集
部
に
よ
り
「
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ

ク
ス
論
争
」
と
呼
ば
れ
た＊

＊

。
一
見
す
る
と
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
語
句
の

違
い
に
つ
い
て
論
争
が
起
き
る
の
か
不
可
解
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に

は
、
吾
妻
＝
村
上
の
特
異
な
女
性
論
、
服
装
論
の
存
在
が
あ
る
。
ま
た

こ
れ
ら
が
融
合
し
た
吾
妻
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
は
、
当
時
の
マ
ニ
ア
た
ち

に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
私
見
で
は
そ
の
後
の
Ｓ
Ｍ
文
化
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
以
下
、
論
争
に
お
け
る
吾
妻
＝
村
上
の
主
張
を

読
み
解
き
、
そ
の
後
の
Ｓ
Ｍ
文
化
、
特
に
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
規
定
し
た
彼

独
自
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
論
争
で
は
沼
が
吾
妻
に
歩
み

寄
り
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
語
を
ズ
ボ
ン
に
統
一
し
て
い
る
の
で
、
本
報
告

で
も
、
引
用
文
以
外
で
は
ズ
ボ
ン
を
用
い
る
。

　
ま
ず
は
論
争
の
経
緯
を
確
認
し
た
い
。
吾
妻
は
②
に
お
い
て
、
ス

ラ
ッ
ク
ス
は
ア
メ
リ
カ
文
化
の
輸
入
で
あ
り
、
そ
の
語
の
使
用
は
ア
メ

リ
カ
の
流
行
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
、
流
行
を
超
え
て
女
の
服
装
の
一
部

と
な
っ
た
今
日
で
は
ズ
ボ
ン
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、

「
女
が
ズ
ボ
ン
を
穿
く
の
を
喜
ぶ
の
は
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
イ
ツ
ク
だ
と
い
う

氏
の
意
見
に
つ
い
て
」（
②: 133

）、「
沼
氏
が
ど
の
よ
う
に
感
ず
る
か
は

自
由
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
一
般
化
し
て
、
現
代
が
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
世

界
だ
と
か
、
女
の
ズ
ボ
ン
を
喜
ぶ
の
は
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
イ
ツ
ク
だ
と
か
考

え
ら
れ
る
と
、
非
常
に
危
険

0

0

0

0

0

で
す
」（
②: 134

、
傍
点
引
用
者
）
と
沼
を
批

判
す
る
。
吾
妻
に
よ
れ
ば
、
女
性
の
ズ
ボ
ン
着
用
は
、
流
行
で
は
な
く
、

ま
し
て
や
男
の
真
似
で
も
な
い
。
ひ
と
え
に
女
性
の
地
位
が
向
上
し
男

性
へ
の
隷
属
状
態
か
ら
脱
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
順
さ
や
弱
さ
を
象
徴

す
る
ス
カ
ー
ト
や
キ
モ
ノ
で
は
な
く
、
活
動
的
で
機
能
的
な
ズ
ボ
ン
が

自
然
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
あ
ま
り

に
も
歪
め
ら
れ
た
従
来
の
女
ら
し
さ
」（
②: 133

）
か
ら
の
回
復
で
あ
り
、

「
女
の
ズ
ボ
ン
は
キ
モ
ノ
や
ス
カ
ー
ト
に
比
し
て
、
ず
つ
と
あ
た
ら
し

い
美
を
表
現
し
て
ゐ
る
」（
②: 134

）
と
し
て
、
ズ
ボ
ン
の
魅
力
は
マ
ゾ

ヒ
ズ
ム
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。

　
こ
の
よ
う
な
吾
妻
の
批
判
に
対
し
て
、
沼
は
困
惑
し
た
様
子
で
応
じ

て
い
る
。
応
答
と
し
て
書
か
れ
た
③
で
は
、「
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
は
お
ん
な

の
地
位
が
向
上
し
て
自
分
よ
り
も
上
に
な
る
こ
と
を
求
め
る
の
だ
か

ら
」、
吾
妻
が
ズ
ボ
ン
文
化
の
定
着
を
女
性
の
地
位
向
上
に
結
び
つ
け

た
こ
と
は
「
そ
の
ま
ま
私
の
文
へ
の
説
明
に
な
る
」（
③: 72

）
と
し
て
、

吾
妻
が
何
を
問
題
視
し
て
い
る
の
か
測
り
か
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
ズ

ボ
ン
が
ス
カ
ー
ト
よ
り
も
合
理
的
・
機
能
的
だ
と
い
う
吾
妻
の
主
張
に

異
議
を
唱
え
た
の
ち
、「
私
は
米
国
と
い
う
国
を
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
イ
ツ
ク
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な
国
と
見
、
つ
ま
り
女
尊
男
卑
の
女
上
位
的
要
素
の
勝
つ
た
国
と
見
、

そ
し
て
女
が
ズ
ボ
ン
を
穿
く
風
俗
を
そ
の
象
徴
と
見
得
る
と
い
つ
た
の

で
あ
る
。
い
つ
た
い
氏
は
私
の
右
の
意
見
に
は
反
対
さ
れ
乍
ら
女
の
ズ

ボ
ン
が
女
の
地
位
向
上
に
基
く
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
。
私
に
は
そ
こ
が

理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
」（
③: 73

）
と
し
て
、「
女
尊
男
卑
の
国
の
象

徴
と
し
て
女
の
地
位
の
向
上
の
結
果
獲
得
さ
れ
た
風
俗
を
あ
げ
る
こ
と

が
危
険
で
あ
り
、
根
本
的
に
誤
つ
て
い
る
と
云
わ
れ
る
な
ら
、
そ
の
理

由
を
も
う
少
し
伺
い
た
い
」（
③: 73-74

）
と
述
べ
る
。

　
対
す
る
④
に
お
い
て
吾
妻
は
、
こ
れ
以
上
の
議
論
は
編
集
部
お
よ
び

読
者
に
迷
惑
が
か
か
る
と
し
、
再
び
自
説
を
要
約
す
る
形
で
示
す
こ
と

で
議
論
を
打
ち
切
っ
た
。
こ
こ
で
吾
妻
は
沼
の
疑
問
に
関
し
て
直
接
的

に
答
え
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
婦
人
解
放
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
ア

メ
リ
カ
が
女
尊
男
卑
の
国
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
さ
ら
に
「
女
の
ズ

ボ
ン
は
女
の
解
放
と
共
に
風
俗
化
す
る
が
、
女
の
解
放
は
け
つ
し
て
男

を
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
イ
ツ
ク
に
し
な
い
。
そ
れ
を
そ
う
思
う
の
は
、
氏
が
多

く
の
男
性
と
同
様
に
、
従
来
の
不
平
等
な
男
女
関
係
を
基
礎
に
お
い
て

眺
め
て
い
る
か
ら
だ
」
と
し
て
、
ズ
ボ
ン
に
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
魅

力
を
感
じ
る
沼
の
欲
望
を
ふ
た
た
び
否
定
す
る
。

　
沼
は
こ
の
返
答
に
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
短
く
応
答
す
る
。
彼
は
あ

く
ま
で
吾
妻
の
主
張
を
、
語
句
の
定
義
の
問
題
と
受
け
止
め
て
い
る
。

⑤
に
お
い
て
彼
は
、
吾
妻
が
④
に
お
い
て
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
と
い
う

も
の
が
い
か
に
衣
服
に
無
知
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
」
と
し
て
服
飾

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
激
し
く
こ
き
お
ろ
し
、
さ
ら
に
吾
妻
が
自
ら
を
、
衣
服

研
究
を
志
し
て
二
五
年
の
専
門
家
で
あ
る
と
称
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、

「
専
門
家
の
色
眼
鏡
」
と
吾
妻
を
揶
揄
す
る
。
吾
妻
の
主
張
は
あ
ま
り

に
専
門
家
と
し
て
細
を
う
が
ち
す
ぎ
て
お
り
、
サ
デ
ィ
ス
ト
の
立
場
に

偏
っ
た
主
観
的
見
方
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
自
分
は
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
と
し

て
、
そ
し
て
常
に
性
の
問
題
、
象
徴
と
し
て
ズ
ボ
ン
を
論
じ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、「
チ
ヤ
タ
レ
イ
事
件
の
控
訴
審
は
あ
の
小
説
を
猥
褻
文
書

と
判
決
し
た
が
、
私
達
は
判
事
が
法
律
の
専
門
家
な
る
の
故
を
以
て
、

そ
の
判
決
に
服
し
は
し
な
い
の
で
あ
る＊1

＊

」（
⑤: 187

）
と
主
張
、
サ
デ
ィ

ス
ト
で
あ
る
吾
妻
の
介
入
を
拒
否
す
る
。
以
上
、
両
者
の
主
張
は
平
行

線
の
ま
ま
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
は
終
わ
っ
た
。

２
　
ズ
ボ
ン
の
意
義

―
吾
妻
新
＝
村
上
信
彦
の
女
性
論
・
服
装
論
か
ら

　
沼
正
三
が
不
審
に
感
じ
て
い
る
よ
う
に
、
吾
妻
新
の
主
張
は
、
ズ
ボ

ン
が
女
性
の
地
位
向
上
、
活
発
性
や
自
立
性
を
象
徴
す
る
と
い
う
点
で

沼
と
一
致
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吾
妻
は
な
ぜ
ズ
ボ
ン
と
ス

ラ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
い
主
張
を
行
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
特
に
、
女
の
ズ
ボ
ン
を
喜
ぶ
の
は
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
だ
と
い
う
考
え

は
「
非
常
に
危
険
」
と
ま
で
言
い
切
る
点
は
か
な
り
奇
妙
で
あ
る
。

い
っ
た
い
誰
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
吾
妻
の
ズ
ボ
ン
へ
の
強
い
興
味
は
、
ま
ず
は
彼
の
性
的
関
心
に
起
因

し
て
い
る
。
吾
妻
は
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て
一
貫
し
て
ズ
ボ
ン
の

素
晴
ら
し
さ
を
主
張
し
、
連
載
小
説
な
ど
で
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
た
魅
力
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＊
１０　

チ
ャ
タ
レ
イ
事
件
と
は
、
一
九
五
一
～
五
七
年
、
ロ
ー
レ
ン
ス
の
小
説

﹃
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
﹄
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
裁
判
で
あ
り
、
露

骨
な
性
描
写
の
あ
る
本
小
説
の
出
版
が
わ
い
せ
つ
物
頒
布
罪
に
当
た
る
か

否
か
が
問
わ
れ
た
も
の
。
控
訴
審
は
⑤
の
お
よ
そ
一
〇
个
月
前
で
あ
る
一

九
五
二
年
一
二
月
に
結
審
。

＊
１１　

沼
は
な
ん
と
⑤
に
お
い
て
﹁
氏
を
ま
た
ず
と
も
、︹
⋮
︺
村
上
信
彦
が
、

以
前
か
ら
そ
う
い
う
議
論
を
し
て
い
る
﹂
と
し
て
本
書
に
言
及
し
て
い
る
。

村
上
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
れ
ば
、﹃
女
に
つ
い
て
﹄
は
全
く
売
れ
な
か
っ
た

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
議
論
が
こ
の
後
も
続
い
て
い
れ
ば
、
貴
重
な
読
者
に

対
し
て
吾
妻
＝
村
上
の
態
度
も
軟
化
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

＊
１２　

論
争
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
古
庄
ゆ
き
子
︵1987

︶
に
主
要
論
文
が
ま

と
め
ら
れ
、
整
理
さ
れ
て
い
る
。

的
な
女
性
を
描
き
続
け
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
論
争
は
個
人
的
な
好
み

の
対
立
と
み
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
吾
妻
が
女
の
ズ
ボ

ン
を
賛
美
す
る
背
景
に
は
、
彼
が
自
ら
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」
と
記
し
た

服
装
史
研
究
と
、
そ
れ
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
彼
独
自
の
女
性
論
の
存

在
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
例
え
ば
一
見
さ
さ
い
な
問
題
に

み
え
る
ス
ラ
ッ
ク
ス
と
ズ
ボ
ン
の
区
別
が
、
吾
妻
に
と
っ
て
決
し
て
看

過
し
得
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

１
　
吾
妻
新
＝
村
上
信
彦
の
女
性
論

　
吾
妻
新
の
正
体
は
既
述
の
通
り
、
服
装
史
・
女
性
史
研
究
家
、
小
説

家
の
村
上
信
彦
（
一
九
〇
九
〜
八
三
年
）
で
あ
る
。
村
上
は
、
女
性
史

研
究
者
と
し
て
『
女
に
つ
い
て
―
反
女
性
論
的
考
察＊1
＊

』、『
明
治
女
性

史
』、
服
装
史
研
究
者
と
し
て
『
服
装
の
歴
史
』
シ
リ
ー
ズ
、
小
説
家

と
し
て
『
音
高
く
流
れ
ぬ
』
等
々
、
多
数
の
著
作
を
あ
ら
わ
し
た
。
吾

妻
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
村
上
の
経
歴
と
の
一
致
や
、
著
作
に
み
え
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
の
一
致
、
そ
れ
も
固
有
名
の
一
致
が
多
く
見
ら
れ
、
両
者

が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（
河
原2016

）。
両
者
の
同
定

の
詳
細
は
別
稿
に
て
論
じ
た
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
ず
、
同
一
人
物
だ
と

い
う
前
提
の
も
と
、
論
を
進
め
た
い
。
以
下
、
迂
遠
な
考
察
と
な
る
が

村
上
の
女
性
論
を
概
観
し
た
上
で
、
村
上
に
と
っ
て
ズ
ボ
ン
が
い
か
な

る
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。

　
村
上
信
彦
の
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
業
績
は
、
一
九
六
九
〜
七
二
年
に

か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
明
治
女
性
史
』
全
四
巻
で
あ
る
。
村
上
は
こ
の

大
著
の
ま
え
が
き
と
、
同
時
期
に
雑
誌
『
思
想
』
に
発
表
し
た
論
文
に

お
い
て
、
既
存
の
女
性
史
が
解
放
史
で
あ
っ
た
こ
と
を
批
判
、
新
た
に

「
庶
民
女
性
の
全
生
活
史
」
を
提
唱
し
た＊1

＊

。
上
野
千
鶴
子
は
「
村
上
は
、

第
一
に
女
性
史
を
『
解
放
史
』
か
ら
解
放
し
、
第
二
に
女
性
史
を
『
階

級
史
へ
の
従
属
』
か
ら
解
放
し
た
」
と
し
て
、
村
上
が
そ
の
後
の
女
性

史
研
究
に
与
え
た
影
響
を
高
く
評
価
す
る
。
さ
ら
に
彼
を
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ア
リ
エ
ス
に
比
肩
し
て
、
そ
の
後
隆
盛
し
た
社
会
史
や
民
衆
史
的

視
角
の
先
駆
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
（
上
野2002: 63-65

）。

　
村
上
の
提
唱
し
た
「
生
活
史
」
は
、
確
か
に
そ
の
外
見
に
お
い
て
は

社
会
史
や
民
衆
史
と
よ
く
似
て
い
た
が
、
そ
の
初
発
の
動
機
・
目
的
は

大
き
く
異
な
っ
て
い
た＊1

＊

。
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
を
遡
る
こ
と
六
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年
、
彼
が
一
九
四
七
年
に
興
風
館
か
ら
刊
行
し
た
『
女
に
つ
い
て
』
に

お
け
る
女
性
史
へ
の
言
及
を
み
て
い
き
た
い
。

　
本
書
で
村
上
は
従
来
の
女
性
史
を
、「
女
性
の
歴
史
か
ら
男
の
歴
史

に
拮
抗
で
き
る
よ
う
な
業
績
を
探
し
だ
す
の
は
、
研
究
の
目
的
を
ほ
と

ん
ど
理
解
し
て
い
な
い
や
り
か
た
」
で
あ
り
、「
む
し
ろ
誤
っ
た
自
殺

行
為＊1

＊

」
だ
と
批
判
す
る
。「
な
ぜ
な
ら
彼
ら
が
発
見
で
き
る
の
は
、
数

に
お
い
て
も
高
さ
に
お
い
て
も
男
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
矮
小
な

『
卓
越
し
た
女
』
の
実
例
か
、
さ
も
な
く
ば
ご
く
一
般
的
な
『
内
助
の

功
』
に
す
ぎ
な
い
か
ら
」（99

）
で
あ
る
。
歴
史
上
女
性
が
受
け
て
き
た

抑
圧
を
考
慮
す
れ
ば
、
女
性
の
う
ち
に
男
性
に
勝
る
業
績
を
上
げ
る
人

物
が
出
る
は
ず
が
な
い
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
抑
圧
の
結
果
に
よ
っ
て
そ

れ
以
外
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
が
た
め
の
「
内
助
の
功
」
を
評
価
し
、

女
性
の
家
庭
で
の
役
割
を
賞
賛
す
る
こ
と
は
、「
男
に
と
っ
て
ま
こ
と

に
都
合
の
よ
」
い
こ
と
で
あ
り
、「
そ
の
点
で
あ
る
種
の
女
性
史
家
は

完
全
に
自
己
の
墓
穴
を
掘
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
村
上
は
、
抑

圧
さ
れ
た
歴
史
し
か
持
た
な
い
女
性
は
、
歴
史
上
い
ま
だ
真
の
姿
を
現

し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
た
。

女
性
史
は
あ
る
特
殊
な
歴
史
条
件
の
影
響
を
受
け
た
人
間
の
生
活

を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
女
を
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
女
の
本
質
か
ら
ど
れ
だ
け
遠
ざ
か
っ
て
い

た
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
歴
史
的
な
女
と
い
う
も
の
が
、

い
か
に
巨
大
な
圧
力
を
受
け
、
歪
め
ら
れ
、
変
形
さ
れ
、
本
源
の

姿
か
ら
別
の
も
の
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
た
か
を
測
定
す
る
た
め
に
、

こ
の
特
殊
研
究
は
役
に
立
つ
。（100

）

「
卓
越
し
た
女
」
も
「
内
助
の
功
」
も
、
あ
く
ま
で
変
形
し
た
女
性
た

ち
の
姿
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
巨
大
な
圧
力
の
下
に
生
き
て
い
た
女
性
た

ち
は
本
来
の
女
で
は
な
く
、
女
性
史
は
む
し
ろ
過
去
の
女
性
が
ど
れ
だ

け
「
女
の
本
質
」
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
初
発
の
立
ち
位
置
が
、
こ
れ
ま
で
捨
象

さ
れ
て
き
た
大
多
数
の
一
般
市
民
の
リ
ア
ル
な
姿
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
社
会
史
や
民
衆
史
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
よ
う
。

　
で
は
、
村
上
の
言
う
、
本
来
の
女
、
真
の
女
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在

か
。
真
の
女
は
抑
圧
社
会
で
あ
る
過
去
に
は
存
在
し
な
い
。
現
在
に
萌

芽
が
み
ら
れ
、
そ
し
て
来
る
べ
き
未
来
に
現
れ
る
そ
の
女
こ
そ
、「
ズ

ボ
ン
を
穿
い
た
女
」
な
の
で
あ
る
。

　
一
〇
代
で
マ
ル
ク
ス
に
親
し
み
、
そ
れ
ま
で
傾
倒
し
た
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
か
ら
距
離
を
取
っ
て
い
た
村
上
に
と
っ
て
、
キ
モ
ノ
・
ス
カ
ー
ト
、

ズ
ボ
ン
は
、
単
な
る
女
性
の
服
装
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
並
列
に

存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
発
展
段
階
的
に
存
在
す
る
も
の
で

あ
っ
た＊1

＊

。
彼
は
『
服
装
の
歴
史
』
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
、
服
装
の
変
化
は

社
会
的
条
件
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
、
明
治
以
降
か
ら
戦
後
に

か
け
て
の
キ
モ
ノ
か
ら
ス
カ
ー
ト
へ
の
服
装
の
変
化
を
、
封
建
的
社
会

秩
序
の
崩
壊
と
女
性
の
経
済
的
地
位
の
向
上
と
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
。
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＊
１３　

彼
の
﹃
明
治
女
性
史
﹄
が
一
九
五
〇
年
代
、
ま
さ
に
吾
妻
新
と
し
て
活

動
し
て
い
た
時
期
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
は
拙
稿
︵2016

︶
に
て

論
じ
た
。

＊
１４　

村
上
︵1947: 99

︶。
以
下
、
本
節
の
引
用
は
断
ら
な
い
限
り
す
べ
て
同

書
に
よ
り
、
頁
数
の
み
を
記
す
。

＊
１５　

旧
制
中
学
か
ら
早
稲
田
第
一
高
等
学
院
入
学
頃
ま
で
の
村
上
の
思
想
に

関
し
て
は
、
彼
の
自
叙
伝
的
小
説
﹃
黒
助
の
日
記
﹄
全
三
巻
︵
偕
成
社
、

一
九
七
七
年
︶
に
詳
し
い
。

＊
１６　

同
様
の
主
張
は
吾
妻
新
﹁
女
の
ズ
ボ
ン
に
つ
い
て
﹂
に
も
見
え
る
。

﹁
男
と
同
じ
二
本
の
足
を
も
ち
、
お
な
じ
よ
う
に
交
互
に
動
か
し
て
歩
く

も
の
を
、
別
々
に
包
ま
ず
一
枚
の
布
で
く
る
む
こ
と
は
バ
カ
げ
た
話
﹂

︵
②: 133
︶。

村
上
は
、「
二
本
の
脚
を
一
枚
の
布
で
包
む
よ
り
別
々
に
包
ん
だ
ほ
う

が
合
理
的
だ
と
い
う
こ
と
は
子
供
で
も
の
み
こ
め
る＊1

＊

」
と
、
不
自
由
で

非
活
動
的
な
キ
モ
ノ
・
ス
カ
ー
ト
か
ら
ズ
ボ
ン
へ
の
変
化
は
、
合
理
的

必
然
で
あ
り
不
可
逆
な
変
化
だ
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
考
え
は
論
争
の

な
か
の
吾
妻
の
テ
ク
ス
ト
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

女
が
ズ
ボ
ン
を
穿
い
た
の
は
流
行
か
ら
で
は
な
い
か
ら
だ
。
ま
た

氏
が
独
断
し
て
い
る
よ
う
な
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と
も
な
ん
ら
関
係
が
な

い
か
ら
だ
。〔
…
〕
重
要
な
の
は
女
が
経
済
的
地
位
を
高
め
る
に
つ

れ
て
「
合
理
的
な
服
装
」
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

だ
か
ら
、
衣
服
と
し
て
の
根
本
問
題
は
、
貞
淑
・
羞
恥
・
謙
遜
、

女
ら
し
さ
の
、
一
切
の
道
徳
的
象
徴
と
化
し
た
ス
カ
ー
ト
か
ら
、

別
個
に
動
く
二
本
の
脚
を
別
個
に
包
む
機
能
的
形
態
に
進
ん
だ
と

い
う
点
に
あ
る
。（
④: 150

）

　
キ
モ
ノ
・
ス
カ
ー
ト
か
ら
ズ
ボ
ン
へ
の
変
化
が
合
理
的
な
変
化
、
発

展
で
あ
り
、
不
可
逆
で
あ
る
以
上
、
真
の
女
性
、
新
し
い
女
性
は
必
ず

ズ
ボ
ン
を
穿
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
村
上
の
テ
ク
ス
ト
に

は
下
記
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
真
に
あ
た
ら
し
い
女
は
次
の
よ
う
な
姿
を
と
る
で
あ

ろ
う
。
第
一
に
、
彼
女
は
見
た
眼
に
は
完
全
な
女
で
あ
る
。
も
し

彼
女
が
美
し
か
っ
た
と
し
た
ら
、
非
常
に
女
ら
し
く
さ
え
み
え
た

か
も
し
れ
な
い
。〔
…
〕
た
だ
そ
の
眼
が
も
っ
と
大
胆
に
人
を
見
、

そ
の
も
の
ご
し
が
も
っ
と
活
発
で
あ
り
、
そ
の
声
が
も
っ
と
自
信

を
帯
び
て
ひ
び
く
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
服
装
が
ズ
ボ
ン
形
式

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
実
用
的
な
も
の
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
衣
服
に
よ
っ
て
男
の
眼
を
ひ
こ
う
と

し
な
い
だ
け
で
あ
る
。（220

、
傍
点
引
用
者
）

「
真
に
あ
た
ら
し
い
女
」
は
、
男
性
の
模
倣
と
し
て
ズ
ボ
ン
を
穿
く
女

で
は
な
い
。「
非
常
に
女
ら
し
く
さ
え
み
え
た
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、

女
性
の
ズ
ボ
ン
着
用
が
そ
れ
以
前
に
は
し
ば
し
ば
単
な
る
「
男
装
」
と

み
な
さ
れ
、
女
性
の
男
性
化
と
し
て
揶
揄
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
キ
モ

ノ
や
ス
カ
ー
ト
に
代
表
さ
れ
る
「
女
ら
し
さ
」
は
あ
く
ま
で
男
性
本
位
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の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
抑
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た
新
し
い
女
は
、
ズ

ボ
ン
を
選
び
と
っ
た
時
に
初
め
て
真
の
女
ら
し
さ
が
顕
現
す
る
。
こ
れ

こ
そ
が
吾
妻
＝
村
上
を
し
て
、
ズ
ボ
ン
へ
の
強
烈
な
執
着
を
抱
か
し
め

た
理
由
な
の
で
あ
る
。

２
　
流
行
と
風
俗
化

　
吾
妻
＝
村
上
の
ズ
ボ
ン
へ
の
執
着
は
以
上
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
が
、

な
ぜ
そ
れ
が
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
語
の
使
用
を
か
た
く
な
に
否
定
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
点
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
節
で
は
吾
妻
＝

村
上
が
強
調
し
た
流
行
と
風
俗
の
違
い
に
着
目
し
て
こ
の
点
を
検
討
す

る
。

　
前
述
の
通
り
、
ズ
ボ
ン
を
穿
い
た
女
性
は
、
吾
妻
＝
村
上
の
待
望
す

る
真
に
新
し
い
女
で
あ
り
、
彼
の
理
想
と
す
る
女
性
解
放
、
男
女
平
等

の
象
徴
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ズ
ボ
ン
の
女
性
へ
の
普
及
は
、

そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
女
性
の
地
位
向
上
、
人
々
の
意
識
の
変
化
と

い
っ
た
歴
史
的
条
件
が
整
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
吾
妻
＝
村
上

が
こ
だ
わ
る
の
が
、
流
行
と
風
俗
の
違
い
で
あ
る
。

　
村
上
は
、
著
作
『
女
に
つ
い
て
』
や
『
服
装
の
歴
史
　

三
』
に
お
い

て
、
流
行
と
風
俗
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
い
る
。
流
行
と
は
、
例
え

ば
鹿
鳴
館
時
代
に
お
け
る
洋
装
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
、
一
部
の
人
々
に
限

ら
れ
、
社
会
に
根
付
く
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
吾

妻
＝
村
上
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
流
行
が
民
衆
の
生
活
か
ら
乖

離
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
同
時
に
、
広
く
定
着
し
「
風
俗
」
と
な
る

た
め
の
歴
史
的
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
に
起
こ
る
。
例
え
ば
明
治

期
に
男
性
の
洋
装
が
軍
服
か
ら
一
般
化
し
風
俗
化
し
た
の
に
対
し
、
女

性
の
洋
装
は
単
発
的
な
流
行
に
と
ど
ま
り
戦
後
に
な
る
ま
で
風
俗
化
し

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
れ
は
女
性
に
の
み
歴

史
的
前
提
条
件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

女
性
は
「
機
能
的
な
、
快
適
な
、
理
想
的
な
ズ
ボ
ン
形
式
を
と
る
こ
と

を
許
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
位
置
づ
け
る
（
村
上1956

）。

　
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
に
お
い
て
沼
・
吾
妻
双
方
が
認
め
て
い

る
よ
う
に
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
は
、
本
来
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し
て
い
た
女
性

用
ズ
ボ
ン
の
呼
称
で
あ
る
。
吾
妻
＝
村
上
は
『
服
装
の
歴
史
　

三
』
に

お
い
て
、「
ズ
ボ
ン
が
日
本
で
風
俗
化
す
る
基
礎
は
ア
メ
リ
カ
の
ズ
ボ

ン
の
ま
ね
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
」（
村
上1956: 2

）
と
し
て
、「
ア
メ

リ
カ
の
ズ
ボ
ン
」
＝
ス
ラ
ッ
ク
ス
と
、
日
本
女
性
に
定
着
し
始
め
た
ズ

ボ
ン
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
、
前
者
に
流
行
、
後
者
に
風
俗
化
を
み
て

い
る＊1

＊

。
合
理
的
で
当
然
選
ば
れ
る
べ
き
ズ
ボ
ン
が
民
衆
女
性
の
生
活
に

根
づ
き
、
風
俗
と
な
っ
た
時
、
は
じ
め
て
女
性
は
「
慣
習
よ
り
も
合
理

性
に
基
づ
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
評
価
で
き
る
（
村
上

1947: 25

）。
吾
妻
＝
村
上
は
こ
の
よ
う
に
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
と
ズ
ボ
ン
に
大

き
な
違
い
を
見
出
し
て
い
た
。

　
論
争
に
お
い
て
、
沼
は
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
語
が
巷
間
ば
か
り
か
専
門
家

の
間
で
も
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
当
時
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

雑
誌
の
記
載
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
見
を
引
き
合
い
に
だ
し
た
（
③
）。

④
の
応
答
に
お
い
て
吾
妻
は
そ
れ
を
全
否
定
し
た
た
め
「
専
門
家
の
色
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＊
１７　

こ
の
主
張
そ
の
も
の
が
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
か
ら
の
着
想
で
あ

る
可
能
性
も
あ
る
。

＊
１８　

村
上
は
こ
の
た
め
、
自
身
の
服
装
史
研
究
を
決
し
て
服
飾
史
と
は
呼
ば

な
か
っ
た
。

眼
鏡
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
全
否
定
の
理
由
は
彼
の

こ
の
よ
う
な
思
想
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
吾
妻
＝
村
上
に
と
っ
て
、
女

性
が
ズ
ボ
ン
を
穿
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
服
飾
の
問
題
で
は
な
く

社
会
発
展
の
問
題
で
あ
り
、
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
そ
の
点
で
専
門
家
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る＊1

＊

。
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
語
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
現
在

日
本
で
風
俗
化
し
つ
つ
あ
る
ズ
ボ
ン
を
流
行
に
帰
す
こ
と
、
そ
し
て
、

男
女
平
等
の
象
徴
で
あ
る
は
ず
の
ズ
ボ
ン
に
再
び
男
女
の
差
異
を
設
け

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
当
時
ス
ラ
ッ
ク
ス
が
ズ
ボ
ン
一
般
で
は
な
く

「
女
性
用
ズ
ボ
ン
」
を
示
す
用
語
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
村

上
は
『
服
装
の
歴
史
　

三
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

女
の
風
俗
と
し
て
ズ
ボ
ン
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
も
う
ズ
ボ
ン
が
男
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
、

ど
ち
ら
の
性
で
も
な
く
た
だ
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て
自
由
な
便

利
な
服
装
に
な
っ
た
こ
と
、
服
装
を
支
配
し
て
き
た
歴
史
的
歪
み

が
取
り
除
か
れ
た
時
期
に
達
し
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
今
日
の
ズ
ボ
ン
だ
。
そ
こ
に
ま
た
女
ら
し
さ
を
持
ち
こ
も

う
と
す
る
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
し
か
な
い
。（
村
上1956: 287

）

　
女
性
に
お
け
る
ズ
ボ
ン
の
風
俗
化
は
、
男
は
ズ
ボ
ン
、
女
は
キ
モ

ノ
・
ス
カ
ー
ト
と
い
う
歴
史
的
な
歪
み
が
取
り
除
か
れ
た
こ
と
を
示
し
、

男
女
平
等
社
会
の
到
来
を
告
げ
る
先
触
れ
で
あ
っ
た
。
吾
妻
＝
村
上
に

と
っ
て
女
性
の
ズ
ボ
ン
と
は
、
真
の
女
性
解
放
の
た
め
の
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
未
来
永
劫
に
定
着
す
べ
き
風
俗
で
あ
り
、
決

し
て
一
過
性
の
流
行
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
吾
妻
＝
村
上
は
、「
民
衆
の
生
活
に
根
を
お
ろ
」
し
た
も
の
へ
の

関
心
を
常
に
持
ち
続
け
て
い
た
。
こ
れ
は
『
明
治
女
性
史
』
に
お
け
る

主
張
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
関
心
は
服
装
研
究
に
お
い
て
は
、

「
生
活
に
密
着
し
た
衣
服
」
へ
の
関
心
と
し
て
現
れ
る
。
吾
妻
は
「
だ

か
ら
ズ
ボ
ン
に
し
て
も
、
節
目
の
通
っ
た
お
し
ゃ
れ
ズ
ボ
ン
に
は
魅
力

を
か
ん
じ
な
い
。
む
し
ろ
バ
ス
の
車
掌
の
制
服
な
ど
に
惹
か
れ
る
。
そ

れ
は
女
車
掌
の
は
た
ら
く
生
活
と
結
び
つ
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
生
き
生
き
と
し
た
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
美
を
感
じ
さ
せ
る
。
女
工
さ
ん
の
場
合
も
そ
う
だ
」

（
吾
妻1955: 141

）、「
し
か
し
、
一
般
に
女
の
ズ
ボ
ン
が
問
題
に
さ
れ
る
の

は
こ
う
し
た
生
活
の
な
か
の
服
装
で
は
な
く
て
、
新
聞
や
雑
誌
に
は
な

ば
な
し
く
書
き
立
て
ら
れ
、
一
部
の
も
の
が
身
に
つ
け
て
歩
い
て
い
る

流
行
の
ズ
ボ
ン
で
あ
る
」（
村
上1956: 281

）、「
風
俗
と
し
て
の
ズ
ボ
ン
は
、

職
場
と
家
庭
生
活

0

0

0

0

0

0

0

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
前: 279

）
等
々
述
べ
、

常
に
民
衆
生
活
を
意
識
し
て
風
俗
化
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
以
上
、
傍
点
引
用
者
）。

　
以
上
が
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
語
に
強
硬
に
異
議
を
唱
え
た
吾
妻
＝
村
上
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の
思
想
的
背
景
で
あ
る
。
一
見
さ
さ
い
な
論
争
で
あ
る
ズ
ボ
ン
・
ス

ラ
ッ
ク
ス
論
争
は
、
村
上
信
彦
の
思
想
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実

に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

３
　
男
女
平
等
時
代
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
と

ズ
ボ
ン
の
性
的
活
用

１
　
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
「
馴
致
」
と
風
俗
化

　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ズ
ボ
ン
に
託
し
た
女
性
解
放
を
求
め
て
い
た
吾
妻

＝
村
上
が
、
実
は
妻
を
さ
い
な
む
サ
デ
ィ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実

は
一
般
的
に
見
れ
ば
奇
妙
で
あ
る
。
村
上
は
婦
人
解
放
論
を
唱
え
た
植

木
枝
盛
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
植
木
が
私
生
活
で
は
常
習
的
に
女
郎
買

い
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
辛
辣
な
評
価
を
下
し
、
そ
れ
が

も
と
で
植
木
研
究
者
の
外
崎
光
広
と
の
間
で
論
争
を
起
こ
し
て
い
る

（
外
崎1972a, 1972b, 1975,

村
上1974

）。
そ
の
や
り
と
り
の
中
で
は
、「
女
郎

買
常
習
者
の
婦
人
解
放
論
や
廃
娼
論
は
無
価
値
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る

（
村
上1974

）。
し
か
し
吾
妻
＝
村
上
は
、
自
身
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
女
性
論

と
を
矛
盾
す
る
も
の
と
は
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
。
彼
の
実
践
し
た
サ

デ
ィ
ズ
ム
は
、
彼
い
わ
く
「
近
代
化
さ
れ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
日
常
に
お
け
る
完
璧
な
男
女
平
等
の
も
と
に
築
か
れ
る
、
寝
室

に
限
定
さ
れ
た
加
虐
・
被
虐
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
旧

稿
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
（
河
原2015, 2016

）、
議
論
の
前
提
と
し

て
重
要
で
あ
る
の
で
、
吾
妻
＝
村
上
の
唱
え
た
新
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
論

に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
彼
は
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
語
源
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス
の
サ
ド
侯
爵
に
代
表
さ
れ
る
、
双
方
の
合
意
な
く
、
身
体
を
過

度
に
傷
つ
け
る
よ
う
な
加
虐
の
実
践
は
、
古
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
で
あ
り
、

真
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
サ
ド
的
な
サ
デ
ィ
ズ
ム
で

は
、
惨
酷
さ
＝
肉
体
的
苦
痛
が
そ
の
中
心
と
な
る
た
め
、
サ
デ
ィ
ス
ト

は
「
加
害
者
」
で
あ
り
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
は
「
被
害
者
」
で
あ
る
の
が
常

で
あ
っ
た
。
吾
妻
＝
村
上
は
こ
の
図
式
を
批
判
し
、
対
等
か
つ
信
頼
関

係
に
あ
る
男
女
の
寝
室
に
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
限
定
し
、
身
体
的
苦
痛
よ
り

精
神
的
汚
辱
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
遊
戯
と
し
て
「
馴

致
」
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
吾
妻
＝
村
上
は
こ
れ
を
「
近
代
化
さ
れ

た
サ
デ
ィ
ズ
ム
」
と
呼
び
、
新
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
、
真
の
サ
デ
ィ
ズ
ム

だ
と
主
張
し
た
。

こ
れ
が
古
い
型
と
ち
が
う
点
は
、
第
一
に
、
肉
体
的
苦
痛
よ
り
精

神
的
苦
痛
を
あ
た
え
る
こ
と
で
す
。
拷
問
で
は
な
く
折
檻
で
あ
り
、

惨
酷
で
は
な
く
て
凌
辱
す
る
こ
と
で
す
、
第
二
に
、
暴
力
で
相
手

を
屈
伏
さ
せ
る
の
で
な
く
、
啓
蒙
し
、
教
育
し
、
そ
の
よ
ろ
こ
び

に
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
第
三
に
、
刹
那
的
衝
動
的
で
は
な
く
、

日
常
生
活
の
な
か
に
採
り
入
れ
て
永
続
さ
せ
る
よ
う
に
計
劃
を
立

て
、
あ
ら
ゆ
る
準
備
を
と
と
の
え
る
こ
と
で
す
。（
吾
妻1953: 21

）
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＊
１９　

村
上
は
、
女
性
論
に
お
い
て
も
肉
体
的
苦
痛
と
精
神
的
苦
痛
を
明
確
に

区
別
し
て
い
た
。
詳
細
は
河
原
︵2016

︶。

拷
問
と
折
檻
、
惨
酷
と
凌
辱
の
違
い
は
理
解
し
に
く
い
が
、
物
理
的
な

肉
体
へ
の
攻
撃
で
は
な
く
、
心
理
的
な
凌
辱
感
、
羞
恥
を
与
え
る
こ
と

を
重
視
す
る
立
場
と
理
解
し
て
差
し
支
え
な
い＊1

＊

。
相
手
を
「
啓
蒙
し
、

教
育
し
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
」
が
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
代
化
さ
れ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、
信
頼
・
愛
情

の
あ
る
人
間
同
士
で
快
楽
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

「
苦
痛
よ
り
も
苦
痛
に
み
え
る
こ
と
」
が
重
視
さ
れ
、「
犠
牲
者
の
意
識

を
単
純
な
苦
痛
で
濁
ら
せ
る
」
こ
と
は
愚
か
し
い
行
為
と
さ
れ
る
（
同

前: 22-23

）。
明
治
時
代
以
降
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
中
心
を
占
め
て
い
た
肉

体
的
苦
痛
は
退
け
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
吾
妻
＝
村
上
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
も
ま
た
ズ

ボ
ン
と
同
じ
く
、
歴
史
的
条
件
が
整
う
こ
と
に
よ
っ
て
発
現
す
る
も
の

で
あ
る
。

ハ
ッ
キ
リ
言
い
た
い
の
は
、
こ
の
無
害
な
サ
デ
イ
ズ
ム
が
特
殊
な

地
点
に
突
然
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
サ
デ
イ
ズ
ム
と

称
す
る
反
社
会
的
衝
動
の
昇
華
と
し
て
、
近
代
化
さ
れ
た
タ
イ
プ

と
し
て
、
徐
々
に
そ
の
中
か
ら
抜
け
出
て
き
た
こ
と
で
す
。（
吾
妻

1954a: 68

）

精
神
的
汚
辱
を
重
視
す
る
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、
女
性
が
ズ
ボ
ン
を
穿
く
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
同
様
に
、
近
代
化
に
よ
っ
て
出
現
し
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
村
上
は
こ
の
新
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
が
世
界
的
に
起
こ
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
な
か
で
も
日
本
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
が
最
も
進

ん
で
い
る
と
主
張
し
た
。
彼
は
こ
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
日
本
型
サ
デ
ィ
ズ

ム
と
も
呼
ん
だ
。

　
さ
ら
に
吾
妻
＝
村
上
は
、
こ
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
「
刹
那
的
衝
動
的
で

な
く
、
日
常
生
活
の
な
か
に
採
り
入
れ
て
永
続
さ
せ
る
」、
つ
ま
り
風

俗
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
説
く
。
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
近
代

化
が
、
服
装
の
近
代
化
＝
ズ
ボ
ン
の
風
俗
化
と
同
じ
論
理
で
語
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
瞭
に
見
て
と
れ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
、
吾
妻
＝
村
上
は
性
行
為
の
一
部
分
、
こ
の
場
合
は
緊

縛
や
猿さ

る
ぐ
つ
わ轡と

い
う
要
素
の
み
を
取
り
出
し
て
こ
れ
を
暴
力
と
み
な
す
見

方
を
批
判
す
る
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
性
行
為
の
一
部
分
で
あ
り
、
文

脈
次
第
で
快
楽
に
も
苦
痛
に
も
な
り
得
る
。
彼
は
そ
の
た
め
サ
デ
ィ
ズ

ム
を
寝
室
に
限
定
し
、
信
頼
関
係
の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
愛
情
行
為
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
苦
痛
か
ら
切
り
離
す
。
サ
ド
的
な
サ

デ
ィ
ズ
ム
は
「
原
始
的
本
能
」
と
し
て
存
在
を
認
め
る
も
の
の
、
サ

デ
ィ
ズ
ム
が
存
続
で
き
る
の
は
こ
の
よ
う
な
場
合
の
み
で
あ
り
、
彼
は

こ
れ
を
「
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
馴
致
す
る
」
と
呼
ん
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
吾
妻
＝
村
上
が
肯
定
し
、
実
践
し
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、

愛
情
行
為
と
直
結
し
た
自
由
な
前
戯
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
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「
征
服
の
快
感
」
で
は
な
く
「
愛
情
の
快
感
」
に
よ
っ
て
充
足
す
る
も

の
で
あ
り
、
彼
の
女
性
論
と
矛
盾
す
る
ど
こ
ろ
か
、
完
全
に
同
じ
思
想

に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
す
が
、
こ
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
に
お

い
て
は
、
男
女
の
平
等
関
係
が
前
提
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
。
男
性
優

位
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
女
性
優
位
も
認
め
ら
れ
な
い
。
ズ
ボ
ン
・
ス

ラ
ッ
ク
ス
論
争
に
お
い
て
彼
が
、
女
の
ズ
ボ
ン
を
喜
ぶ
の
は
マ
ゾ
ヒ
ス

テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
考
え
が
「
危
険
」
と
ま
で
言
い
切
っ
た
の
は
こ
の
た

め
で
あ
り
、
こ
れ
が
彼
の
提
唱
し
た
男
女
平
等
時
代
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
で

あ
っ
た
。

２
　
ズ
ボ
ン
の
性
的
活
用

―
裏
返
し
の
拘
束
衣

　
吾
妻
＝
村
上
に
と
っ
て
、
女
性
の
ズ
ボ
ン
と
新
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、

と
も
に
男
女
平
等
社
会
の
必
須
要
件
で
あ
っ
た
。
さ
す
れ
ば
彼
に
と
っ

て
、
両
者
は
い
か
に
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
彼
は
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て
一
貫
し
て
ズ
ボ
ン
を
性
的
に
活
用

し
、
連
載
小
説
な
ど
で
ズ
ボ
ン
を
穿
い
た
魅
力
的
な
女
性
と
の
間
に
お

け
る
新
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
実
践
を
描
い
た
。
し
か
し
彼
は
自
身
の
サ

デ
ィ
ズ
ム
と
ズ
ボ
ン
の
関
係
性
を
き
っ
ぱ
り
と
否
定
す
る
。

私
が
女
の
ズ
ボ
ン
に
魅
力
を
か
ん
ず
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
は
私
の
サ
デ
イ
ズ
ム
と
な
ん
ら
関
係
が
な
い
の
で
、
純
粋
な

服
装
の
問
題
と
な
つ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
女
の
ズ
ボ
ン
は

キ
モ
ノ
や
ス
カ
ー
ト
に
比
し
て
、
ず
つ
と
あ
た
ら
し
い
美
を
表
現

し
て
い
る
か
ら
で
す
。（
②: 134

）

ズ
ボ
ン
は
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
喚
起
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
が
ズ
ボ
ン
に

欲
望
を
喚
起
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
ズ
ボ
ン
が
新
し
い
美
を
表
現
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
新
し
い
美
と
は
何
か
。

服
装
の
魅
力
が
永
久
不
変
の
も
の
で
な
く
、
時
代
と
共
に
変
化
す

る
こ
と
、
そ
の
変
化
は
着
て
い
る
人
間
の
内
容
と
か
た
く
む
す
び

つ
い
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
す
。
キ
モ
ノ
は
い
ま
の
女
も
着

ま
す
が
、
キ
モ
ノ
本
来
の
美
を
最
も
発
揮
す
る
の
は
封
建
時
代
の

奴
隷
道
徳
で
養
わ
れ
た
女
が
着
た
場
合
で
、
そ
れ
は
忍
従
や
弱
さ

や
脆
さ
と
内
面
的
に
結
び
つ
い
て
完
全
な
魅
力
と
な
り
ま
す
。

（
②: 135

）

服
装
に
感
ず
る
魅
力
と
は
常
に
着
て
い
る
人
間
の
主
体
と
関
わ
っ
て
い

る
。
キ
モ
ノ
の
美
と
は
、
忍
従
や
弱
さ
、
す
な
わ
ち
抑
圧
さ
れ
た
女
と

し
て
の
美
で
あ
る
。
彼
は
同
誌
一
九
五
四
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
海
外
サ
デ
ィ
ズ
ム
雑
記
⑶
」
に
お
い
て
、
女
の
不
自
然
な
服
装
の
ほ

と
ん
ど
は
男
の
欲
望
が
作
り
出
し
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。
タ
イ
ト
ス

カ
ー
ト
や
コ
ル
セ
ッ
ト
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
と
い
っ
た
海
外
の
女
性
風
俗
は

そ
の
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
女
性
を
屈
伏
さ
せ
る
「
古
い
」
サ
デ
ィ
ズ

ム
を
満
た
す
小
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
ズ
ボ
ン
の
美
と
は
近
代
化
し
た
自
律
的
な
女
の
美
で
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あ
る
。
吾
妻
＝
村
上
は
、
女
性
が
解
放
さ
れ
自
由
に
服
装
を
選
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
機
能
的
な
ズ
ボ
ン
が
選
び
取
ら
れ
る
こ

と
が
合
理
的
必
然
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
美
と

は
、
第
一
義
的
に
は
合
理
性
に
基
づ
い
た
「
機
能
美
」
と
「
形
態
美
」

に
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
原
則
的
に
云
え
ば
、
日
本
髪
に
キ
モ
ノ

を
着
て
帯
を
高
々
と
し
め
あ
げ
た
姿
を
愛
す
る
の
は
、
奴
隷
の
ご
と
く

か
し
づ
く
従
順
な
女
を
愛
し
て
い
る
こ
と
」
で
あ
り
、
ズ
ボ
ン
を
穿
い

た
女
を
愛
す
る
こ
と
は
、「
従
順
一
点
張
の
女
よ
り
も
個
性
の
あ
る
い

き
い
き
と
し
た
女
」
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
（
②: 135

）。
ズ
ボ
ン
の
魅

力
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
男
性
本
位
に
構
築
さ
れ
た
女
ら
し
さ
か
ら
解
き

放
た
れ
た
、
真
の
女
ら
し
さ
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
新
し

い
美
な
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
し
い
美
は
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
直
接
関
係
し
な
い
。

彼
に
し
て
み
れ
ば
、
抑
圧
の
表
出
で
あ
る
キ
モ
ノ
や
ス
カ
ー
ト
が
サ

デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
欲
望
を
喚
起
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
解
放
の
象

徴
で
あ
る
ズ
ボ
ン
が
喚
起
す
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

吾
妻
＝
村
上
が
ズ
ボ
ン
を
熱
烈
に
愛
好
し
な
が
ら
も
、
自
身
の
サ
デ
ィ

ズ
ム
と
の
結
び
つ
き
を
あ
く
ま
で
否
定
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
吾
妻
＝
村
上
が
サ
デ
ィ
ズ
ム
に
ズ
ボ
ン
を
利
用
す
る

こ
と
を
推
奨
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
提
唱
し
た
新
し
い
サ

デ
ィ
ズ
ム
は
、「
苦
痛
そ
の
も
の
で
は
な
く
苦
痛
に
み
え
る
こ
と
」、
す

な
わ
ち
直
接
的
な
肉
体
的
苦
痛
よ
り
も
精
神
的
汚
辱
を
重
視
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
吾
妻
＝
村
上
は
、
ズ
ボ
ン
の
上
か
ら
で
あ
れ
ば
、
緊
縛
や

鞭
打
ち
を
行
っ
た
と
し
て
も
ま
ず
傷
害
の
恐
れ
が
な
い
こ
と
、
布
地
が

肌
に
密
着
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
常
に
拘
束
感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
ズ
ボ
ン
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る
機
能
性
を

説
く
。
新
し
い
魅
力
で
あ
る
ズ
ボ
ン
の
「
機
能
美
」
が
、
新
し
い
サ

デ
ィ
ズ
ム
の
遊
戯
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
以

下
の
よ
う
に
も
語
る
。

女
の
ズ
ボ
ン
を
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
色
眼
鏡
で
見
る
場
合
、
第
一
に
拘

束
と
い
う
性
質
が
意
識
さ
れ
て
き
ま
す
、
だ
か
ら
私
は
半
ズ
ボ
ン

や
七
分
ズ
ボ
ン
を
好
み
ま
せ
ん
。
か
な
ら
ず
足
首
ま
で
達
す
る
長

さ
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
吾
妻1954b: 53

）

本
記
事
は
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
の
約
一
年
後
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
吾
妻
の
態
度
は
や
や
軟
化
し
「
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
色
眼
鏡
」

で
ズ
ボ
ン
を
見
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
ズ
ボ

ン
の
拘
束
性
が
第
一
に
意
識
さ
れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
別
箇
所
で
は
、

裸
体
で
は
な
く
ズ
ボ
ン
の
上
か
ら
緊
縛
す
る
場
合
、
布
地
の
た
る
み
に

よ
っ
て
「
ど
ん
な
他
の
服
よ
り
も
裸
体
よ
り
も
こ
の
緊
縛
効
果
が
ズ
ボ

ン
に
よ
っ
て
最
高
度
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
感
ず
る
」（
同
前: 56

）
と
も

述
べ
て
い
る
。

　
一
方
で
は
ズ
ボ
ン
の
自
由
さ
、
活
動
性
を
強
調
し
て
お
き
な
が
ら
、

一
方
で
は
ズ
ボ
ン
に
拘
束
性
と
い
う
「
機
能
美
」
を
み
る
彼
の
主
張
を
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そ
の
ま
ま
了
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
興
味
深
い
こ
と
に
、

彼
は
こ
の
矛
盾
に
こ
そ
欲
望
を
喚
起
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は

「
自
由
且
つ
開
放
的
、
活
動
的
で
合
理
的
な
服
装
が
、
こ
ゝ
で
は
肉
感

的
な
拘
束
衣
と
し
て
扱
わ
れ
」
る
（
同
前: 52

）、
と
い
う
よ
う
に
、
し
ば

し
ば
ズ
ボ
ン
を
自
由
な
服
装
で
あ
り
、
か
つ
拘
束
衣
で
あ
る
と
い
う
対

比
で
語
る
。「
本
来
は
も
っ
と
も
自
由
で
あ
る
服
装
が
、
裏
返
し
さ
れ

て
サ
デ
ィ
ズ
ム
に
利
用
」（
②: 137

）
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
結
論
か
ら

言
え
ば
こ
の
倒
錯
こ
そ
が
、
吾
妻
＝
村
上
の
ズ
ボ
ン
へ
の
強
烈
な
欲
望

の
源
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
拘
束
性
を
持
つ
服
装
は
、
彼
が
自
ら
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
タ
イ

ト
ス
カ
ー
ト
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
、
様
々
に
存
在
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
日
常
に
お
い
て
も
女
性
を
拘
束
す
る
抑
圧
の
象
徴

で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
い
る
抑
圧
さ
れ
た
女
性
た
ち
の
存
在
を
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
次
節
で
述
べ
る
が
、
吾
妻
＝
村
上
は
社
会
・
経
済

的
に
制
度
化
さ
れ
た
抑
圧
構
造
を
激
し
く
憎
ん
で
い
た
。
何
に
快
楽
を

見
出
す
か
は
寝
室
に
お
い
て
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
も
、

彼
は
既
存
の
権
力
関
係
を
寝
室
で
再
生
産
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
を

覚
え
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
女
性
の
ズ
ボ
ン
は
、
既
存
の
あ
ら
ゆ
る
抑
圧
か
ら
解
き
放

た
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ズ
ボ
ン
が
ハ
イ
ヒ
ー
ル
や
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
と

明
確
に
異
な
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
既
存
の
権
力
関

係
を
模
倣
し
な
い
や
り
方
で
、
加
虐
・
被
虐
関
係
を
楽
し
む
こ
と
を
可

能
に
す
る
唯
一
の
も
の
が
、
ズ
ボ
ン
な
の
で
あ
る
。
ズ
ボ
ン
の
拘
束
性

は
、
ズ
ボ
ン
が
本
来
自
由
な
服
装
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
よ
っ
て
何
倍

も
魅
力
的
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
吾
妻
＝
村
上
が
ズ
ボ
ン
に

魅
了
さ
れ
た
理
由
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
論
理
の
も
と
ズ
ボ
ン
を
サ
デ
ィ
ズ
ム
に
用
い
た
場
合
、

そ
こ
に
立
ち
現
れ
る
の
は
、
論
理
的
に
は
旧
時
代
の
抑
圧
と
は
無
縁
の
、

純
粋
に
性
的
な
加
虐
・
被
虐
の
遊
戯
で
あ
る
。
吾
妻
＝
村
上
は
、
こ
の

新
し
い
地
平
を
目
指
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
が
否
定
し

よ
う
と
し
た
ズ
ボ
ン
と
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
こ
そ
が
、
彼
の
新
し

い
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
支
柱
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
吾
妻
＝
村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
は
、
現
代
の
我
々
か
ら
見
れ
ば
男
性

本
位
か
つ
利
己
的
に
映
る
点
も
少
な
く
は
な
く
、
全
面
的
に
賛
同
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、
彼
の
主
張
は
当

事
者
の
切
実
な
主
張
と
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
理
論
化
し
た
も
の
と
し

て
十
分
に
意
義
が
あ
る
。

３
　
吾
妻
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
、
沼
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム

　
最
後
に
、
吾
妻
新
と
沼
正
三
の
共
通
点
、
相
違
点
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
沼
は
、
自
身
の
従
軍
体
験
に
端
を
発
す
る
「
白
人
」
崇
拝
を
ベ
ー

ス
に
、「
人
種
」
差
別
・
階
級
差
別
と
社
会
的
抑
圧
構
造
に
こ
そ
快
楽

を
見
出
し
た
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
吾
妻
＝
村
上
は

女
性
へ
の
抑
圧
構
造
に
異
を
唱
え
、
生
涯
こ
れ
と
闘
っ
た
思
想
家
で

あ
っ
た
。
両
者
が
相
い
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
必
然
で
あ
る
か
の
よ
う
に

も
思
え
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
吾
妻
＝
村
上
は
、
キ
モ
ノ
や
ハ
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イ
ヒ
ー
ル
な
ど
の
抑
圧
的
服
装
か
ら
サ
デ
ィ
ズ
ム
が
生
起
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
抑
圧
構
造
か
ら
快
楽
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
肯
定
す

る
。
そ
し
て
、
女
性
の
抑
圧
を
許
さ
な
い
男
女
平
等
主
義
者
に
お
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
抑
圧
の
快
楽
へ
の
誘
惑
が
断
ち
き
れ
な
い
こ
と
を
、

身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
吾
妻
＝
村
上
と
沼
は
共

通
す
る
。

　
二
人
の
相
違
は
、
性
的
に
活
用
す
る
抑
圧
構
造
の
性
質
に
あ
っ
た
。

沼
の
「
家
畜
人
ヤ
プ
ー
」
は
、「
白
人
」
に
よ
っ
て
「
黄
色
人
」
で
あ

る
日
本
人
が
人
間
で
は
な
く
類
人
猿
・
ヤ
プ
ー
と
し
て
家
畜
化
さ
れ
、

徹
底
的
に
管
理
・
消
費
さ
れ
る
架
空
世
界
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
本

作
品
に
お
い
て
は
、
差
別
・
抑
圧
は
完
璧
に
社
会
制
度
化
さ
れ
、
ヤ

プ
ー
は
様
々
な
や
り
方
で
モ
ノ
化
さ
れ
消
費
さ
れ
て
い
く
。

　
対
し
て
、
吾
妻
＝
村
上
は
社
会
・
経
済
的
に
制
度
化
さ
れ
た
抑
圧
構

造
を
激
し
く
憎
み
、
こ
れ
を
快
楽
に
転
ず
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
た
。
そ

の
制
度
化
さ
れ
た
抑
圧
構
造
と
は
、
具
体
的
に
は
刑
罰
・
拷
問
、
公
娼
、

女
工
の
酷
使
な
ど
で
あ
る
。
吾
妻
＝
村
上
は
、
趣
味
に
お
い
て
は
ど
の

よ
う
な
抑
圧
を
用
い
て
も
構
わ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
自
身
で
は
こ
の
よ

う
な
「
個
人
の
性
生
活
を
は
な
れ
た
、
社
会
制
度
や
経
済
組
織
の
犠
牲

者
を
み
て
絶
対
に
快
楽
を
感
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
述
べ
、
そ

の
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

ど
ん
な
個
人
の
残
酷
さ
よ
り
も
権
力
の
残
酷
さ
の
ほ
う
が
罪
悪
だ

と
信
ず
る
し
、
両
者
を
混
同
す
る
の
は
性
質
の
上
か
ら
も
誤
り
だ

と
思
う
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
趣
味
の
上
で
は
ど
ん
な
現
象
を
取
り

上
げ
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
そ
れ
を
ジ
ャ
ス
チ
フ
ァ
イ
す
る
こ
と

だ
け
は
慎
み
た
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。（
吾
妻1956: 23

）

吾
妻
＝
村
上
は
、
個
人
が
私
的
に
行
う
残
虐
行
為
と
、
権
力
に
よ
っ
て

制
度
化
さ
れ
た
残
虐
行
為
を
区
別
し
て
い
た
。
こ
の
区
別
は
彼
が
提
唱

し
た
日
常
と
寝
室
と
の
区
別
と
、
完
全
で
は
な
い
が
一
致
す
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
後
者
を
性
的
に
活
用
す
る
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
が
、
そ
れ
を
正

当
化
す
る
こ
と
は
戒
め
る
。
た
と
え
男
女
が
逆
転
し
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

に
お
い
て
も
、
沼
の
よ
う
な
人
間
の
モ
ノ
化
は
吾
妻
の
認
め
る
と
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
論
争
に
お
け
る
沼
の
テ
ク
ス
ト
①
は
そ
の
後
、
一
九
七
〇
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
あ
る
夢
想
家
の
手
帖
か
ら
₁
』
に
改
稿
の
う
え
収
録

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
沼
は
章
題
を
「
ス
ラ
ッ
ク
ス
」
か
ら
「
女
の

ズ
ボ
ン
」
に
改
め
て
い
る＊2

＊

（
沼1970: 218

）。
そ
し
て
村
上
の
著
作
『
女

に
つ
い
て
』
か
ら
、「
ど
ん
な
理
由
か
ら
に
せ
よ
、
女
が
ズ
ボ
ン
を
穿

い
た
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
革
命
だ
っ
た
」
と
い
う
一
文
を
引
用
し
、

「
さ
し
あ
た
っ
て
は
、『
唯
』
男
女
同
権

0

0

0

0

の
象
徴
に
す
ぎ
ぬ
女
の
ズ
ボ
ン

＊
２０　

な
お
、﹁
あ
る
夢
想
家
の
手
帖
か
ら
﹂
の
刊
本
は
こ
の
ほ
か
に
、﹃
奇
譚

ク
ラ
ブ
﹄
連
載
時
の
も
の
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
収
録
し
た
潮
出
版
社

版
︵
全
六
巻
、
一
九
七
五
︲
七
六
年
︶、
太
田
出
版
版
︵
上
下
巻
、
一
九

九
八
年
︶
が
あ
る
。
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姿
も
、
来
る
べ
き
女
性
支
配

0

0

0

0

国
家
を
（
…
）
夢
み
さ
せ
て
く
れ
る
の
で

あ
る
」（
同
前: 234

、
傍
点
原
文
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、

旧
稿
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
表
記
を
ズ
ボ
ン
に
改
め
た
う
え
で
、
ズ
ボ
ン
が
女

性
上
位
で
は
な
く
男
女
同
権
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
吾
妻
＝
村
上
の
見

解
に
従
っ
た
書
き
方
に
改
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
ス
ラ
ッ
ク

ス
の
語
に
関
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
段
階
で
の
意
味
の
変
化
を
考
慮
し
、

読
者
の
便
宜
を
図
っ
て
改
め
た
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
男

女
同
権
」
と
「
女
性
支
配
」
に
強
調
点
を
付
す
書
き
ぶ
り
な
ど
は
、

穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
読
者
と
し
て
吾
妻
＝
村
上
を
意
識
し
た
書
き

方
と
も
受
け
取
り
得
る
。

　
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
沼
は
論
争
の
後
、
あ
る
段
階
で
吾
妻

が
村
上
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
論
争
の
翌
々
年
に
出
版
さ
れ
た
村
上
の
『
服
装
の

歴
史
　

一
』
を
読
ん
だ
時
で
は
な
い
か
。
実
際
に
沼
は
『
あ
る
夢
想
家

の
手
帖
か
ら
₁
』
に
お
い
て
『
服
装
の
歴
史
』
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
だ
こ

と
を
記
し
て
い
る＊2

＊

。

　
そ
の
う
え
で
、
沼
は
「
ま
こ
と
に
、
私
ど
も
に
と
っ
て
『
女
が
ズ
ボ

ン
を
穿
い
た
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
福
音

0

0

で
あ
っ
た
』」
と
、
村
上
の

一
文
に
「
私
ど
も
に
と
っ
て
」
と
い
う
一
語
を
付
し
て
、
さ
ら
に
「
革

命
」
を
「
福
音
」
と
改
め
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
締
め
く
く
る
。「
歴
史
的

見
地
か
ら
」（
同
前: 235

）
ズ
ボ
ン
の
意
義
は
、
吾
妻
＝
村
上
に
従
う
と

し
て
も
、
あ
く
ま
で
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
と
し
て
、
女
の
ズ
ボ
ン
に
女
性
上
位

世
界
の
夢
を
見
る
こ
と
は
や
め
な
い
、
と
い
う
態
度
が
こ
こ
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て
は
、
読
者
間
で

議
論
が
戦
わ
さ
れ
る
こ
と
が
ま
れ
で
は
な
く
、
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス

論
争
も
そ
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
同
年
、
伊

藤
晴
雨
と
黒
井
珍
平
の
間
で
起
こ
っ
た
日
本
髪
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
多

く
の
読
者
を
巻
き
込
ん
で
誌
面
を
賑
わ
せ
た
の
に
対
し
、
本
論
争
は
特

に
話
題
に
な
っ
た
形
跡
が
な
い
。『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
と
い
う
稀
な
雑
誌

の
読
者
を
も
っ
て
し
て
も
、
吾
妻
と
沼
、
特
に
吾
妻
の
服
装
論
は
異
質

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
特
に
、
彼
の
ズ
ボ
ン
に
対
す
る

思
い
入
れ
に
共
感
す
る
読
者
は
後
に
も
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
奇
妙
な
思
想
家
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
自
体
は
、
当
時
の

『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
誌
上
に
お
い
て
歓
迎
さ
れ
、
定
着
し
て
い
っ
た
。
し

ば
し
ば
猟
奇
犯
罪
者
と
同
類
視
さ
れ
、
一
方
的
に
異
常
者
の
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
て
き
た
当
時
の
サ
デ
ィ
ス
ト
／
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
た
ち
に
と
っ
て

彼
の
理
論
は
非
常
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る＊2

＊

。
こ
れ
以
後
徐
々

に
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
の
実
践
に
対
す
る
批
判
を
か
わ
す
論
理
と
し

て
、
信
頼
関
係
や
愛
情
行
為
と
い
う
言
説
が
反
復
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
冒
頭
で
述
べ
た
、
現
代
日
本
の
Ｓ
Ｍ
文
化
の
特
徴
は
、
信
頼
・
愛
情

関
係
の
重
視
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
吾
妻
＝
村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
と
非

常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。
吾
妻
が
「
近
代
化
さ
れ

た
サ
デ
ィ
ズ
ム
」
の
要
件
と
し
た
信
頼
関
係
や
精
神
性
、
そ
し
て
愛
情
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行
為
へ
の
接
続
は
、
自
己
正
当
化
の
理
論
と
し
て
当
事
者
の
間
で
成
熟

し
、
現
代
日
本
の
Ｓ
Ｍ
文
化
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
し
た
が
っ
て
吾
妻
の
サ
デ
ィ
ズ
ム

論
に
日
本
的
Ｓ
Ｍ
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
八
〇
年
代
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
中

心
に
サ
デ
ィ
ズ
ム
／
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
是
非
を
問
う
論
争
が
ア
メ
リ
カ
で

起
こ
っ
た
。
サ
デ
ィ
ズ
ム
／
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
否
定
派
は
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
／

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
は
日
常
に
お
け
る
不
平
等
関
係
の
反
映
で
あ
り
、
こ
れ
を

助
長
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
肯
定
派
は
、

サ
デ
ィ
ズ
ム
／
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
は
日
常
の
権
力
関
係
そ
の
も
の
で
は
な
く

こ
れ
を
パ
ロ
デ
ィ
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
既
存
の
秩
序
を
攪
乱
す
る
も

の
だ
と
反
論
し
た＊2

＊

。

　
坂
井
は
ま
な
は
、
し
か
し
な
が
ら
日
本
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
サ

デ
ィ
ズ
ム
／
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
暴
力
性
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
均
衡
性
が
不
可
視
化
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
す
る
（
坂
井

2009

）。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
信
頼
関
係
や
精
神
性
の
重
視
に
よ
り
、

行
為
自
体
が
暴
力
と
い
う
よ
り
愛
情
の
確
認
行
為
と
み
な
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
吾
妻
＝
村
上
が
提
唱
し
た
男
女
平
等
時
代
の
サ

デ
ィ
ズ
ム
の
要
件
は
、
現
代
に
お
い
て
は
皮
肉
に
も
逆
に
男
女
の
支

配
・
被
支
配
関
係
を
不
可
視
化
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
日
合
あ
か
ね
は
、
男
性
の
場
合
、
性
的
に
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
で
あ
っ
て
も

日
常
に
お
い
て
は
「
権
力
者
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
個
人
の
性
的

領
域
と
日
常
的
領
域
が
対
立
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
容
認
さ
れ
る
の
に

＊
２１　
﹃
服
装
の
歴
史
﹄
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
吾
妻
＝
村
上
が
﹃
奇
譚
ク
ラ
ブ
﹄

に
発
表
し
た
も
の
と
重
複
す
る
内
容
・
事
例
紹
介
・
言
い
回
し
が
多
数
含

ま
れ
て
お
り
、
両
者
を
読
み
比
べ
れ
ば
同
一
人
物
だ
と
気
づ
く
可
能
性
は

非
常
に
高
い
。
筆
者
も
ま
た
、
本
書
を
読
ん
だ
こ
と
で
吾
妻
と
村
上
が
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
一
人
で
あ
る
。

＊
２２　

当
時
の
﹃
奇
譚
ク
ラ
ブ
﹄
に
は
、
吾
妻
に
賛
意
を
示
し
、
称
賛
す
る
投

稿
が
相
次
い
だ
。
数
例
掲
げ
る
。

　
　
﹁
吾
妻
新
氏
の
︿
サ
デ
イ
ズ
ム
の
精
髄
﹀
な
る
一
文
は
ま
こ
と
に
立
派
な

論
文
で
あ
り
明
解
に
し
て
堂
々
た
る
主
張
で
︹
⋮
︺
特
に
近
代
の
サ
デ
イ

ズ
ム
の
本
質
は
女
性
を
肉
体
的
に
苦
め
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
精
神
的
な

苦
痛
を
与
え
る
こ
と
な
り
と
い
う
点
は
全
然
同
感
で
す
﹂︵﹁
読
者
通
信
﹂

一
九
五
三
年
四
月
号
、
六
四
頁
︶、﹁
そ
し
て
異
性
を
愛
し
た
い
心
︵
サ
デ

イ
ズ
ム
︶
と
な
り
愛
さ
れ
た
い
心
︵
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
︶
と
な
る
の
で
、
行
為

は
要
は
ど
の
よ
う
に
し
て
愛
す
る
か
、
そ
の
方
法
に
よ
る
の
だ
と
思
う
の

で
す
﹂︵
水
上
流
太
郎
﹁
私
は
訴
え
る

︱
ア
ブ
放
譚

︱
﹂︵
一
九
五
六

年
四
月
号
、
七
一
頁
︶。

＊
２３　

否
定
派
の
論
考
と
し
て
、R

inden

︵1982

︶、
肯
定
派
の
論
考
と
し
て
、

C
alifia

︵1994

︶
が
挙
げ
ら
れ
る
。

対
し
、
女
性
の
場
合
は
両
領
域
が
常
に
連
続
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
日
合2005

）。
吾
妻
＝
村
上
は
、
サ

デ
ィ
ズ
ム
を
寝
室
＝
性
的
領
域
に
限
定
し
、
日
常
的
領
域
と
分
離
さ
せ

る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
前
記
の
吾
妻
＝
村
上
理
論

の
転
倒
的
受
容
は
、
こ
の
分
離
の
意
義
が
捨
象
さ
れ
た
点
に
原
因
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
吾
妻
の
主
張
は
、
こ
の
他
の
点
で
も
転
倒
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。
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吾
妻
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
を
継
承
し
た
以
後
の
サ
デ
ィ
ス
ト
／
ド
マ
ゾ
ヒ

ス
ト
た
ち
は
、
自
己
を
正
当
化
す
る
際
、
し
ば
し
ば
サ
ド
的
な
「
古

い
」
サ
デ
ィ
ス
ト
を
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
範
囲
か
ら
排
除
し
た
。「
彼
ら
は

真
の
サ
デ
ィ
ス
ト
で
は
な
い
。
憎
む
べ
き
異
常
者
で
あ
る
」
と
し
て
。

　
し
か
し
、
吾
妻
の
主
張
は
、
本
来
サ
ド
的
な
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
持
て
余

す
潜
在
的
猟
奇
犯
罪
者
に
む
け
ら
れ
て
い
た
。
吾
妻
は
彼
ら
を
異
常
者

と
切
り
捨
て
る
こ
と
を
せ
ず
、
彼
ら
の
苦
し
み
に
共
感
し
、
こ
れ
を
解

決
す
る
方
法
と
し
て
、
真
剣
に
「
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
馴
致
」
を
説
い
た
の

で
あ
る
。
吾
妻
は
サ
デ
ィ
ス
ト
と
振
る
舞
っ
て
な
お
、
村
上
と
同
じ
く

抑
圧
さ
れ
た
人
々
の
た
め
に
戦
う
思
想
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主

張
へ
の
疑
義
を
差
し
引
い
て
も
、
こ
の
功
績
は
評
価
さ
れ
る
に
値
す
る
。

　
吾
妻
新
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
と
現
代
の
状
況
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
論

ず
る
に
は
、
六
〇
年
代
以
降
の
Ｓ
Ｍ
文
化
の
展
開
を
実
証
的
に
明
ら
か

に
す
る
作
業
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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The Dispute about Zubon and Slacks between Shin Azuma and Syozo Numa: 
The Origin of Japanese Sadism in the Kitan Club Magazine in 1950s.

Azumi Kawahara

In 1953, the dispute occurred between the sadist Shin Azuma and the masochist 
Syozo Numa in a sex culture magazine Kitan Club. The point was whether trou-
sers women wear should be called slacks or zubon. Azuma argued that it must be 
named not slacks but zubon.
Azuma’s real identity is Nobuhiko Murakami who was historian of fashion and 
women’s history. He recommended that women wear trousers as a symbol of sex-
ual equality. He rigidly denied the word of ‘slacks’ because it was a name of trouser 
recently imported from America. He regarded women’s wearing trouser as to be 
firmly established in the society, not as temporary fashion, and considered it to be 
foreshadowing to tell the arrival of the society with gender equality.
Murakami then proposed the new Japanese sadism. This sadism relies for abusive 
pleasure much on mental pain, not physical pain, and referred it to the sadism 
that was modernized. The zubon as a symbol of the women’s liberation was de-
fined as the only tool that realized pure sexually abusive relations without imitat-
ing existing extra-power relations outside of private spheres.


